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日大理工・中国西安建築科技大学　ヤオトン共同調査隊新型ヤオトンのプロトタイプF
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窰洞（ヤオトン）と UIFA（国際女性建築家会議）

ヤオトンとは，中国黄土高原に分布する伝統的地中住居で，現在も4000～5000万人が住む

という特筆すべき建築です。省エネルギーを保持しながら持続的発展を目指す中国の国家プロジェ

クトとして，この度，日大理工・西安建築科技大学ヤオトン共同調査隊が結成され（日大理工代

表：吉田燦教授，派遣隊長：関口克明教授），私共，学生2名を含む4名は，8月12日～26日，

西安建築科技大学劉加平教授以下7名のチームと終始行動を共にし，37℃の革命の聖地延安（棗

園村）で，ヤオトンの居住環境に関する24時間測定やヒアリング調査に携わりました。本調査に

より，通常では得がたい資料を得ることができましたが，これは，正に，共同研究による成果だと

言えましょう。

ヤオトン内で放たれる25Wの白熱電球の有り難さを痛感し，宝石を散りばめたような天の川か

ら大都会の光公害を憂う。中国人スタッフの英会話力は勿論のこと，オールラウンドな能力と人と

なりは，合格率10数％という厳しい数値に裏付けられた学生資質の高さを物語り，両校の学生交

流の発展を願わずにはいられません。

一方，9月1日から1週間，｢環境共生｣をテーマとして東京で開催されたUIFA（国際女性建築

家会議）において，論文査読と司会が縁で，西安建築科技大学院生，魏秦（Wei Qin）さんと再

会。新型ヤオトンのプロトタイプ（下図参照）を設計した彼女の発表に対し，多くの賞賛が寄せら

れ，鈴木博之氏や林雅子さんからも熱いエールが送られました。10月には，劉加平・王竹両客員

教授を1ヶ月間お迎えし，現在は，－25℃を記録するという冬期測定にむけ鋭意準備中と，学術

交流が着実に進展しています。

これらの成果は，日大理工学部学術講演会（1998.11）にて5編連報で報告され，The 8th

International Under Ground Space Conference（1999.7）においても発表予定です。ま

た，“環境共生をめぐる女性たちの動き”｢建築士｣（日本建築士会連合会，平成11年1月号）で，

この方面の世界的動向をご覧ください。 3月末には，UIFA JAPON 海外交流の会でも，棗園村の

生活の様子を紹介させて頂く予定です。

これを機会にSustainable Developmentについて再考してみませんか。

（短大建築コース・助教授・吉野泰子）



司会 今回のテーマは建築実験で

す。昔はみんな必修でしたが，今は

選択のものもあります。

最初にざっと実験の内容を復習し

てみますと，１年の時には，建築基

礎実験というのがあって５つぐらい

やっていると思います。２年で建築

材料実験，これも必修ですね。セメ

ント・コンクリートと鋼材という建

築の基本的な材料に関して，どんな

強度なのか，どんな壊れ方をするの

かを学ぶものです。３年になって，

コースによっては選択のものが出て

きます。建築コースの必修の建築構

造実験Ⅰ，これは企画経営コースは

選択ですが，光弾性実験と構造安定

実験の２つがあります。３年で初め

て梁や梁のたわみなど構造システム

の話になるわけです。建築環境実験

は必修です。音，光，設備の実験で

す。４年の建築構造実験Ⅱというの

は構造系を主に対象とした選択科目

ですが，100％の人がとっているわ

けではありません。これらのものを

ひととおりやると，構造・計画・環

境系それぞれ理論だけでやっていた

ものを，実際目で見て体験できるこ

とになります。４年間で学ぶストー

リーとしては非常によくできてると

思っています。１年の間の基礎実験

というのは網羅的に幅広く，基礎的

なもので構成されていて，２年以上

は小さなシステム模型から始まって

大きなものまでやろうという考えで

すが，今回の座談会では，実際学生

がどう考えているのか，みんなの意

見が浮き彫りになればと思ってい

ます。

まずはひとりずつ，建築実験のな

かでどういう実験が心に残って，ど

うしてそれが心に残ったのかを話し

ていただきたいと思います。

金子 心に残っているのは１年生の

時にやった，振動の実験や，紙でス

トラクチャー模型を作って荷重がど

のくらいかけられるかという実験で

す。あれはひとつの部屋にみんなが

わいわい集まってやったので楽しか

った。班を作って模型を作るってい

うのも，入学して最初の頃なんで話

したことがないような人と友達にも

なったりとか，そういう実験は心に

残ってます。

３年生の時も，５，６人がひとつ

の班としてやったのはいろいろと記

憶に残ってるんですけど，院生の人

がついて一班20人ぐらいであちこ

ち実験室を回って，院生の人がやっ

てるのを横から見ている実験は，と

りあえず後をついていって院生がや

ってるのを見て，レポートの書き方

を聞いてくるという感じで，必修だ

からとらなきゃという気持ちのほう

が大きかったと思います。

必修だからこれはとらないと，と

いう気持ちがあって，実際に実験を

やってみると意外におもしろかった

と思えるような実験もありました。

田中 僕も記憶に残っているのは１

年生の時のペーパーストラクチャー

と，光の実験です。ほかの実験は課

題も過程も結果も全部用意されてい

るものがあって，それを順を追って

やっていって，結果が出てその通り

になりましたって，やらされてる感

じでした。ペーパーストラクチャー

や光は，自分で開口部を作ったり，

問題提起を自分でして，違う結果が

得られる実験だったので，記憶に残

ってるんじゃないかなと思います。

与えられた結果を出すための実験

というのは，数値や手順はほとんど

覚えてなくて，レポートで字をいっ

ぱい書いて手が痛かったという，つ

らい思い出として残っています。

佐藤 僕もやっぱり一番記憶に残っ

ているのは，自分たちで創造できた

印象に残った実験
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学生座談会　建築実験を考える
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金子みゆき（斎藤研究室 大学院M1）

田 中 利 行（関澤研究室 大学院M1）

佐 藤 通 昭（関澤研究室 大学院M1）

住 谷 覚（関澤研究室 大学院M1）

板 橋 友 佳（吉田研究室 大学院M1）

司会　岡 田 章（編集委員）

前回の「卒業制作」に引き続いて今回の学生座談会のテーマは「建築実

験」。建築実験は科目の大部分が必修科目に設定されていることからもわかる

ように，カリキュラム上高い比重が与えられており，さらに実施にあたって

は多くのマンパワーもコストもかけられている。また一方では，コンピュー

タの高度利用が急速に進められている中，建築教育面における実験や実体験

の重要さは，国際的にも再評価されている。こうした意義を有する建築実験

は，本学科において思惑通り機能しているのであろうか。今後の実験の方向

はどうあるべきか。この座談会の主旨はここにある。



ペーパーストラクチャーです。ただ

数字に近づけるためにやっていくも

のよりも，自分たちで何かひとつで

も考えられるところがある実験のほ

うが記憶に残っています。あと設備

実験はやけに内容が濃かった気がし

ます。その他は，前にも言われてい

たように，やっぱり自分で考えたも

のは心に残っています。たとえば設

計の課題でも，ペーパーストラクチ

ャーの実験のように結果を生かして

設計の課題に変えやすいといったも

のは，有意義だった気がします。

逆に材料実験，セメント・コンク

リート，鋼材なんかは，実際に使わ

れている例を先に知っているため

に，例えば設計の際に実験結果を応

用しているという気持ちにはなりに

くい気がします。

住谷 印象に残っている実験は１年

生の時の制振，３年の構造安定で壊

すという実験の２つです。模型を自

分たちで作った実験が記憶に残って

います。結果はどうであれ，作って

なんとかなったっていうのが印象的

でした。騒音や設備は時間がやたら

かかった記憶があって，いつになっ

たら帰れるんだって思っていまし

た。実験って結局，初めてやること

だからやりだすと楽しいんだけど，

長すぎると後半は集中力が切れちゃ

って最後は疲れちゃうんですよね。

板橋 私もみなさんとほとんど一緒

なんですけど，１年生の時の実験を

一番覚えていて，ペーパーストラク

チャーで橋を作って強度をみる実験

だったと思うんですけど，うちの班

はめちゃくちゃ弱くて，すぐ壊れた

っていうのを覚えています。ほかの

実験については今日ここにくるまで

何があったかあまり覚えてなかった

ので，やっぱり必修なのでとらなく

ちゃいけないというのでとってたよ

うに感じました。あとはレポートが

すごいたいへんだったと思います。

出席番号なんかで運が悪いと，いろ

んな実験や製図と重なってしまいた

いへんでした。

司会 １年の時の無垢な状態でやっ

たということもあるかもしれないけ

ど，なんか自分で参加してやったと

か，創造性を刺激するような，どき

どきわくわくするような実験と，高

学年になって，建築物のなかのどう

いう部分の実験をやっているのかと

いうのがわかる実験というのが印象

に残ったんじゃないかなと思いま

す。どうしたら理想に近い実験をや

らせられるのかということで，先生

方も悩んでいるのも事実です。

本当におもしろい実験をやろうと

思ったら，時間や場所の制約の壁に

すぐぶち当たってしまうのも事実で

す。それでは，人数の話やお金の話

や時間の話を抜きにして，実験をこ

うやったら理想的になるんじゃない

かというのを言っていただきたいと

思います。

金子 例えば材料実験でしたら，２

回を１セットにして，１週目に講義

をやって２週目に実験をやるとか，

また１年越しとか長い時間をかけ

て，例えばコンクリートだったら材

料を混ぜるところから，コンクリー

トをうつところまでを半期で行っ

て，次の半期で実際に壊してみると

か，もうちょっと長い期間をかけて

できたらいいなと思います。パパっ

とやってパパっとレポート出して終

わっちゃうのではなくて……。

それから構造実験なども，構造力

学の講義なんかと結びつきが見えて

くるともっとおもしろいかなと思い

ます。コンクリートのことに興味が

あるんで，現場でやってることを小

さい模型みたいなもので体験できれ

ばよかったかなと思います。

田中 結局，記憶に残ってない実験

というのは，実験じゃなく，検証み

たいな感じで，講義で十分すむこと

をやっている実験のような気がする

んです。実験というのは試してみる

ということなんだから，結果がわか

らないことを自分で問題提起させ

て，また講義でやったことが実際に

どういうふうに生かされるのかとい

うことを実験としてやるべきだと思

います。そうでないと，先生がやっ

て結果を見せて，そのとおりになっ

たからそれについてレポートを書け

っていうのって，写した記憶しかな

い実験になってしまって意味がない

と思います。

実験があまりにも独立しすぎて

て，講義と実験が結びついてないと

思うんですよ。何年かたってようや

く，実験でやったことと講義の関係

がわかったような気がするんです。

講義と実験をくっつけて，講義では

必要最低限のことを教えてもらっ

て，それを使って自分で工夫してや

ってみる，少し頭を使ってやってみ

るっていうのが必要だと思います。

佐藤 講義と実験が離れてるってい

うのは僕も同感です。

住谷 ちょっと話は変わりますが，

実験でいつも困ったのはレポートで

した。あれは写す材料があると楽で

理想的な実験とは
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しょ。それがなかなかなくて自分で

書かなきゃいけない時，書けそうな

んだけど，結局書けないといった状

態になってしまう。講義を受けて，

普通に実験やっても書けないような

レポートもあるんです。実験をまじ

めに受けてるんだけど書けないよう

な実験です。しょうがないから誰か

に答えを聞いて，わかんないけど埋

める。そんなんじゃ，実験している

意味がないんじゃないかなと思うん

です。むずかしくしないで，基本的

で単純なスタイルにしてくれれば，

実験やって充実感も得られると思い

ます。

板橋 実験は選択とかにできないん

ですか？

司会 制度的なことで言うと１級建

築士を受けるに当たって，建築実験

をとったということが受験資格にも

なっているんじゃないかな。それだ

けじゃなくて，カリキュラム面で

も，これだけは知っておいてほしい

というのを盛り込んで必修にしてい

るんですよね。

板橋 でも選択にしたら，学生が受

けないような実験はつぶれて，別の

実験を用意しなくちゃいけない，と

いうようなやり方はあるんじゃない

でしょうか。先生方の活性化の点で

も，カリキュラムを考え直す点でも，

非常におもしろいのでは……。例え

ばいっぱい実験があって，そのなか

から４つとったら単位あげるとか。

金子 何か作るって，それが一番だ

と思います。そういうのしか覚えて

ない。自分たちで実際に手を動かし

た実験は忘れられませんね。

佐藤 例えば計画系の人が，建物を

設計した時や，設計製図の時に，こ

んなんじゃ柱のスパンが飛びすぎ，

こんなんじゃもたないよっていわれ

て，断念したことがあると思うんだ

けど，ほんとにそれがだめなのかっ

て実際実験してみたいですね。でき

るだけ建物全体の雰囲気がつかめる

模型があって，簡単な実験ができる

機会があれば。

金子 例えば製図でやったものの構

造モデルを自分で作って，そこに荷

重をかけて，システムはどうかと

か。自分でモデルを考えるところか

ら始めたり。構造実験も実際自分で

大丈夫と思ったのが壊れちゃったり

とか，それだけでも構造の勉強がで

きると思うんです。１回模型を作っ

て自分でやってみれば，それは絶対

に有意義だと思います。構造安定実

験も，実験のモデルを考えることか

ら始めてもいいと思います。

モデル化が一番大事なところで，

実際の建物を建てるためにどうする

かっていうモデルを考えられれば…

…。むずかしいですけど。

司会 市販のもので実験用のキット

っていうのはあるんですけれど，そ

れはわかってる結果が出るようなモ

デルなんだよね。そうじゃなくて，

今言ってたように自分で考えたモデ

ルで，トイレの配管を実際に細いチ

ューブで作って水を流してみたらど

こでどう対流しちゃうかとか，透明

のチューブで見てわかるようなもの

にできればおもしろいかもしれない

し，あるいは気流を可視化して，ど

う見えるかとかね，そういうほうが

おもしろいのかもしれない。でもそ

れをやるには，規模や時間の制限が

ありすぎてね。

住谷 一軒，家を建てちゃえばいろ

んな実験が全部できますよね。どれ

くらいで壊れるかっていうのは最後

にやればいいし，セメントに興味の

ある人たちが最初のほうにやって選

択にして，壊すのはまた別の人が選

択して。

司会 そういう実験は楽しいだろう

ね。実体験を交えながら，そこでま

た新たな方向が見えてくると思うし

ね。講義自体が感覚から遊離してき

てるんだろうな。その辺を実験で補

えれば非常にいいことだと思う。卒

業制作で自由に自分でやり方や手法

を考えて，テーマを見つけて提案し

て，それを実際壊してみるっていう

のも，うまく絡められればおもしろ

いのかな。

司会 ところでコンピュータに関し

てはどうですか？　建築のなかで

は，CADだとか，どうしても目に

見えるほうが注目されがちですが，

コンピュータの利用面では構造系が

一番進んでいると思います。昔，大

型コンピュータでやっていた計算

が，今はソフトさえあれば，誰でも

１日でできてしまいます。構造設計

者は，あるレベルまではなろうと思

えば簡単になれてしまいます。50

万円ぐらいの機械と20～30万円の

ソフトさえあれば，データをインプ

ットして答えが設計図で出てきてし

まう。それで確認申請は通るし，ゼ

ネコンに渡せば建物はできあがって

しまいます。すると，実体験を伴わ

ない設計者がどんどん多くなってく

るんですね。でも，そんなんでいい

建物ができるわけがない。だから，

その根本として何かを壊してみたり

コンピュータと実験
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する実体験を学んでほしいんです。

板橋 そんなにコンピュータを使え

ないんで偉そうなことは言えないん

ですけど，コンピュータがないと設

計はできないですね。今はTAの立

場になっちゃっているんで，もしコ

ンピュータがなかったら教えるのが

たいへんだなと思います。

田中 実験やりながら実験をしてる

ことすらあんまり感じないものもあ

る。コンクリートをつぶすにして

も，鉄筋を切るのも，遠くのほうで

見てるだけっていう感じがする。実

験っていうより，レポートの下準備

をしてる感じ。

司会 コンピュータをいかに授業に

とりこむかっていうことを，いつも

悩んでいます。企業においてもコン

ピュータの数値に依存することがあ

たりまえになって，設計者がひよわ

になってしまい，本当に何かが起き

たときに対応できなくなるという危

機感もあるようなんですね。

住谷 それでしたら，なおさら実験

の時にもコンピュータを使うべきだ

と思うんです。実験の時はコンピュ

ータが出てこないじゃないですか。

授業受けてるほうはめんどくさいか

ら，どうせこんなのはなんかのソフ

トでできるんだろうって思ってしま

うんです。

司会 コンピュータでやると正解み

たいな気がするからね。実際にはば

らつきがあるし，そのばらつきが実

際はコンピュータの値の上のほうに

片寄ってるのか下のほうに片寄って

るのか，実験して初めて身について

くるところはある。そこまでわかる

ような実験になってるかどうかが問

題なんですがね。

田中 光実験って，穴開けて，光が

入ったらどうなるかっていうのを，

院生の人がコンピュータの３Dでや

ったら，こういうふうに光が入って，

それが自分たちの出した数値と比べ

てどうだったかという授業だった。

司会 バーチャルはひとつの進む方

向であるとは思うけどね。でも体感

するものと疑似体験との完全な違い

を認識できないといけない。環境工

学系にしても数値化されてるけど，

そこに人が入ってくるととてもシミ

ュレーションどおりにはいかない。

生身のものが感じるのと，画面のな

かでできあがっていくもののギャッ

プは埋めがたい。

司会 では，カリキュラム上で，実

験をやる時期として，２年がいいか

３年がいいか，もうちょっと知識が

身についてからやったほうがいいと

かの意見はありますか。

佐藤 実験は時間的に余裕のある４

年生になってからがいいと思いま

す。すべてを学んでるっていう意味

でも，４年でやると身につくし。卒

業制作と絡めながら，自分の裏づけ

でコンピュータも使えるといいと思

いますね。１年とか２年とかは，模

型作ってやってみたりして。

金子 レポートをいついつまでにっ

ていうんじゃなくて，実験をやった

ら次の週はたとえばその解説をしな

がら，みんなそれぞれ自分で結果を

考える。３日でレポートというと写

して終わるのが多いんだったら，

TAがついてわからないところを授

業でみんなに，実験はこういう意味

があってっていうのを教えながらや

るといいと思う。まとめのようなも

のを実験のあとにすればいいのでは

……。

司会 レポートの提出時に，先生や

TAが質問をしながら受け取るとい

ったやり方については？

住谷 提出して返ってくるだけだ

と，コメントとか書いてあればまだ

いいですけど，ABCDだけ付いて

いても，間違っていることと正しい

こととあるはずなのに，どれが間違

っててどれが正しいことなのかわか

らなくて……。そういう意味では質

疑を交わすというのはスタイルとし

てはいいと思います。

司会 ４年という話が出ましたが，

早いうちに実験をやって，こういう

こともするんだってことを知った上

で理論的な勉強をして，その後４年

で卒業研究につくのがいいのか，ひ

ととおり勉強して４年で実験するの

がいいのか……。

住谷 両極端に分けなくても，１

年，２年，３年はこれだけやっとか

ないとまずいだろうという基本をや

って，４年に何か大きいもの，これ

ぞ実験というのをやれば，けっこう

おもしろいんじゃないかな。

田中 ヨーロッパのほうだと，１回

実務をやって戻ってきてまたやるっ

ていうのがあるんですね。３年間大

学でやって実務を２年やって，戻っ

てきて２年やって卒業。そういう考

え方っていいと思います。実験は実

務に近い，実体験ですよね。だから

４年生でやるのがいいのかなと思い

ます。

金子 例えば１戸の建物ができるま

でをずーっと追ってって，常に見学

ができるというのも，おもしろいで

すよね。

司会 そうだね。設計事務所とかゼ

ネコンの現場とかとタイアップして

いろんな情報を入れながら，コンピ

ュータと実験と講義がうまく絡みあ

っていけば，おもしろくかつ意義の

ある実験ができそうですね。

今日は，参考になる意見をいろい

ろありがとうございました。

（文責：岡田　章）

実験の時期は

5

住谷　覚君
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国際音響学会議（International

Congress on Acoustics）は３年ご

とに開かれ，世界中から音響に関係

する研究者，コンサルタント，設計

者，技術者が集まって，音響学の広

い範囲にわたる研究発表が行われ

る。第16回ICAは1998年６月20日

から26日までシアトルのウエスチ

ンホテルとシェラトンホテルを会場

として開催された。参加者は42か

国から1,932名，プログラムに掲載

された研究発表総数は1,503件で，

国別では米国715，日本133，フラ

ンス89，英国68，カナダ60，ドイ

ツ53，中国49，ロシア37，イタリ

ア31，オーストラリア31の順であ

った。研究発表は13の部門に分か

れ，物理音響，音声，水中音響，建

築音響，生理・心理音響，騒音，固

体音・振動，音楽音響など多岐にわ

たっている。

建築音響の研究発表では，オペラ

ハウスの音響に関するワークショッ

プが２日間組まれ，オペラハウスの

音響と技術，聴衆のための音場，歌

手とオーケストラのための音場，オ

ペラハウスの歴史と設計例などのテ

ーマでいくつかの興味深い発表が行

われた。

戦後，爆撃で破壊されたヨーロッ

パの多くのオペラハウスが再建され

たが，新しい形を発展させようとし

た建築家の試みはあまり成功してお

らず，伝統的な形を復原したものに

比して評価が低い。音の融合に欠

け，歌手とオーケストラの音響的接

触が不十分であるとして改修された

事例もいくつかみられる。

1996年に火災で焼失したベニス

のラ・フェニーチェ（1790年建設）

は，音響の良さでも有名だったが，

再建のためのコンペのプログラム

は，焼失前に測定された各種の音響

物理指標値を示すとともに，ホール

の基本形状は以前通りの伝統的な

馬蹄形とし，変えないことを求めて

いる。

1737年に建設され失火後1817年

に再建されたナポリのテアトロサン

カルロは，６層のボックス席に囲ま

れた馬蹄形平面の伝統的オペラハウ

スで，音響的にも評価が高いが，今

回，演奏者のためと聴衆のための音

響物理指標値について測定結果が詳

細に報告された。しかしながら，こ

れらの音響指標値のみで，伝統的オ

ペラハウスのもつ音響効果のマジッ

クを解くことはできない。

なぜ，伝統的オペラハウスの形状

はオペラ上演に適しているのだろう

か。多層のボックス席が平土間を囲

んでいる伝統的な馬蹄形平面のオペ

ラハウスがもつすぐれた音響効果

は，反射音線図のような幾何音響的

コンピュータモデルでは説明するこ

とはむずかしい。何層にも分かれて

平土間席を取り囲むバルコニーフロ

ントからの回折音が客席やステージ

のどの場所にも，どの時間にも次々

と到達することによって，あの豊か

な暖かみのある響きがもたらされる

として，馬蹄形に沿ったバルコニー

フロントのエッジの回折効果の重要

性が，今回の発表の中で提示され注

目を引いた。

建築音響部門ではその他の広範囲

なテーマを含めて，５日間に135題

の発表が行われた。私と連名で発表

した荘美知子講師の「商業空間の音

環境評価」，羽入敏樹短大助手の

「音に包まれた感じに影響する音場

の空間情報」はいずれも好評で，出

席者の関心を集めた。羽入君の発表

は「演奏空間」というテーマのポス

ターセッションで行われ，系統的な

評価実験結果に基づいて，音に包ま

れた感じLEV（Listener Envelop-

ment）を表す新たな指標として，反

射音の方向別時間重心の空間的バラ

ンスを提案した。ホール音場の空間

印象を表す指標については，今，最

も話題になっているだけあって，現

在ホール音響の第一線で活躍してい

るブラッドレイ，バロン，ハイド，

ガーデ，マーシャル，ナッシ，フリ

ッケらが次々と来て説明を求め，羽

入君と二人で３時間以上立ちっぱな

しで説明に当たった。なお，英国バ

ース大学のバロン博士はその後９月

に来日した時，研究室に立ち寄られ

改めて懇談する機会を持つことがで

きた。

竹中技研の依頼で東京の新国立劇

場オペラハウスの音響設計を担当し

た米国のベラネクらが，有名な16

海外出張報告

国際音響学会議と
ヨーロッパの伝統的オペラハウス

木村　翔

バイエルン国立歌劇場（2,100席）
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名のオペラ指揮者にアンケート調査

を行って，世界のオペラハウスを５

段階で評価した結果が発表されてい

る。それをみるとほぼ４以上の高い

評価を得ているのは，ブエノスアイ

レスのテアトロコロン，ベルリンの

ドイチェオパー，ミラノのスカラ

座，ミュンヘンのバイエルン国立歌

劇場，ナポリのテアトロサンカルロ

の５つであり，次いでウイーンの国

立歌劇場があげられている。ウイー

ンの国立歌劇場にはこれまで何回も

行っているので，今回はオペラのス

ケジュールを調べて，ミュンヘンと

ミラノを廻る計画を立てた。また，

現在ベルリンでは旧東地区にあるベ

ルリン国立歌劇場の方が西地区のド

イチェオパーより良い出し物が多

く，伝統ある国立歌劇場の音を聞き

たかったのでベルリンにも立ち寄る

ことにした。

学会終了後，シアトルからシカゴ

経由でフランクフルトに飛んだ。７

月のミュンヘンはオペラフェスティ

バル開催中で，連日レパートリーを

変えながら一流の歌手を揃えて14

のオペラを順次上演するプログラム

が組まれている。

バイエルン国立歌劇場は1818年

に開場，1823年火災で焼失，1825

年に再建後，1943年に爆撃を受け

て破壊され，1963年オリジナルな

平面形で，大階段・ホワイエは

1825年の状態に復原し再びオープ

ンした。円に近い馬蹄形平面で，平

土間席と平土間を囲む４層のバルコ

ニー席，１層の最上部ギャラリー席

からなっており，2,100名収容，プ

ロセニアム開口は幅 15m，高さ

13m，ステージの幅27.6m，奥行

22.8m，高さ28.75mで客席，舞台と

もウイーンとほぼ同じ規模である

（収容人員はやや多い）。このバイエ

ルン国立歌劇場に３晩続けて通い，

ワグナーの「トリスタンとイゾル

デ」，ドニゼッティの「アンナボレ

ーナ」，ヴェルディの「ラ・トラヴ

ィアタ」を鑑賞した。

ホールの音は親密感があり，響き

もきれいで，客席，ピット，舞台が

一体となって盛り上がる感じがし

た。ズービンメータ指揮のオーケス

トラの音もよく，平土間席に美しく

響いた。バルコニーフロントや天井

の装飾，照明もオペラ鑑賞の雰囲気

を高めるのに効果的であった。

ミラノのスカラ座は，1778年に

開場し，その後ステージを広げたり

舞台設備を更新したりしたが，1943

年の空襲で破壊され，1946年にス

テージとピットを以前よりも広げた

が，客席は18世紀末の形を復原し

て再びオープンした。典型的な馬蹄

形平面で４層のボックス席と２層の

ガレリア席が平土間席を取り囲み，

2,800名収容，プロセニアム開口は

幅16m，高さ10m，ステージの幅

26m，奥行20m，高さ27mとなって

いる。初期の150年間に350のオペ

ラを初演した伝統ある劇場で，1986

年からリカルドムーティが音楽監督

を務めている。ここでは，ドニゼッ

ティの「ルクレツァ・ボルジア」を

鑑賞した。ホールの音の響きがすば

らしく，開帳場を一杯に使った奥行

をもたせた舞台も見事で，最高の雰

囲気のオペラだった。さすがに200

年以上の伝統を誇るオペラ劇場であ

り，観客もオペラ鑑賞に慣れている

感じがする。５層目ガレリアの舞台

正面１列目は非常に見やすく，よい

音で，馬蹄形平面の良さを一身に集

めたような席であった。

ベルリンの国立歌劇場は1742年

に開場し，1843年火災にあい1844

年に再建された。その後1941年に

爆撃を受け，1945年には再度爆撃

で破壊されたが，1955年，18世紀

のオリジナルなプランに基づいて復

原された。平土間席と３層のバルコ

ニーに囲まれた馬蹄形平面を有し，

1,396席で，プロセニアム開口は幅

12m，高さ７m，ステージの幅23m，

奥行18m，高さ23.5mというミュン

ヘンを一回り小さくしたような劇場

である。ウンターリンデン通りに面

し，旧博物館，ドーム，フンボルト

大学などとともに東ベルリンの落ち

着いた景観をつくり出している。こ

こではシュトラウスのオペラ「エレ

クトラ」を鑑賞した。１階平土間６

列目中央の席でバレンボイム指揮の

オーケストラの音と歌手の声量に包

まれ，迫力のある舞台を楽しむこと

ができた。

馬蹄形平面の平土間席を何層もの

バルコニーフロントがリング状に取

り囲むヨーロッパの伝統的オペラハ

ウスの音がなぜよいのか，今回の国

際音響学会議でもいろいろと話題に

なっていたが，３つの異なるホール

でほぼ連続して５つのオペラを鑑賞

し，その良さを実感としてつかむこ

とができた。2,000名以上収容でも

観客が縦に並んで周壁を構成する形

となるため，平土間席がコンパクト

にまとまって，舞台が近く，親密感

のある美しい響きが得られる。ま

た，視覚的にも華やかで心地よいオ

ペラ鑑賞に適した空間となってい

る。ただしこの形態は，私の経験か

らも舞台近くの前方ボックス席から

は舞台がよく見えないので，座って

いると音だけを楽しむことになる

が，ヨーロッパの本場でオペラを聞

いていると，一部の座席を犠牲にし

ても空間全体を最適なものとする価

値は十分にあることを感ずる。ドイ

ツとイタリアの代表的オペラハウス

から多くのことを学んで，今回の旅

を終えた。 （教授）

海外出張報告



“アーキスタジオ……”という建築デザインのオフィス

を始めて10年になります。早々昨年１月，西新宿のリ

ビングデザインギャラリーOZONEで建築活動10年に

おとしまえを付ける個展を開催しました。そして現在，

『和の融合』ムーブメント…〈日本の素材・形・心〉を

21世紀へ繋げる活動…の一環として，やまとプラザ東

京／銀座京橋での〈桐〉をテーマとした展覧会や，ミラ

ノでのAKARI（照明）展の準備をしています。この

『和の融合』ムーブメントとは，昨秋の思い付き…宣言

①？…「私は日頃の建築設計活動の他，日本の伝統工芸

を21世紀へ進化させるムーブメントを起こしていきた

い」ということで始まったものです。物好きにも支援し

てくださる人々も出現し…宣言②？…「皆様のご支援を

励みとして，勇気を持って〈日本の素材・形・心〉を

21世紀へ繋げる活動を展開してまいる所存です。国内

外での展覧会の活動のほか，〈和の素材〉を生かした新

製品開発，〈地場産業〉の活性化への各種提案，そして

〈日本の住空間〉の再構築」に至りました。

ところで，本業の建築設計の内容は住空間が大半です。

ここ数年，私の携わった仕事を振り返って，最近考えた

ことにも触れましょう。

【「生活空間」も転換期】 戦後50年あまり，日本の住

空間のテーマは〈モダンリビングへの憧れ～モダンリビ

ングの定着～ライフスタイルの多様化〉へと大きく変化

してきています。こうした中，40歳代以降の生活者に

とって２‐DK，２‐LDKといった既成の住宅の間取りで

なく，〈広々としたワンルーム〉をベースとしたロフトま

たはスタジオタイプの住空間への関心が高まっていま

す。同時に，従来の機能もデザインも硬直化した空間で

なく，多様なライフスタイルに対応できるフレキシブル

な住空間が求められています。

そして今，住空間を再考するにあたっての社会的テー

マに，〈環境問題〉〈高齢化〉〈管理社会の崩壊〉などが

挙げられます。それぞれが，

〈環境問題〉→ 緑化やガーデニング

〈高齢化〉 → バリアフリーから，さらにユニバーサ

ル・デザインへ

〈管理社会の崩壊〉→ コラボレートの重要性やデジタ

ル・ネットワーク化

といったトレンドを生じてきています。このような生活

の基本的システムの変化が現実のものとなっている今

日，21世紀に向けた新しい生活空間の可能性が様々な

側面から求められ始めています。

【新しい生活空間の方向性】 先に述べました〈21世紀

に向けた新しい生活空間の可能性の様々な側面〉を思い

付くまま挙げていきますと，次のようになります。

☆中古建築のリニューアル（スクラップ＆ビルドでなく）

★集合住宅は低中層とする（高層化は避ける）

☆パッシブソーラーの設計（人工設備環境は最少限）

★新建材・自然素材の厳選

☆「土間」など，日本の伝統的住空間アイテムの再評価

★仕切りの多様化による可変空間

☆外部に開かれた生活空間

★メンテナンスの文化～セルフビルド

☆生活装置のリサイクルとレンタル化 ……

このように，住空間だけをとっても取り組むテーマが

山積です。そのうえ，世の中のシステムが疲弊し，経済

・産業界は大きな変革を迫られております。非力ではあ

りますが，私は建築デザイナーとして，新しい時代を具

体的に提案するスキルを発揮してまいりたいと思います。
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私と作品　

クリエイティブに
暮らす

川口 とし子

■筆者略歴
川口とし子（かわぐちとしこ）
1956年 新潟県加茂市生まれ
1982年 日本大学理工学部大学院博士課程前期修了
1983年～ ㈱東畑建築事務所勤務
1987年～ アトリエ・ホライン（ウイーン）勤務
1989年 アーキスタジオ・オゾン一級建築士事務所設立
1993年 ㈲アーキスタジオ川口に改称

�Full House
／新潟県

�Studio House
／世田谷区

�ホテル花文
／新潟県妙高高原

※�，�古館克明撮影 �

� �ナカサ＆パートナーズ撮影



品川に事務所を移してから５年になる。品川駅の港南

側は，高層ビルの開発と，運河沿いの公園整備等が進み，

随分と環境が良くなってはきたものの，古くからのお屋

敷街である高輪とくらべると殺伐としたところだ。

つい最近，駅近くに３棟もの巨大なビルがオープンし

た。それと前後して，駅前のロータリーに植えられてい

た葉張りは10mもあろう見事な桜の木々が切り倒され，

後には，舗装されたタクシー乗り場のみが残った。駅前

一帯で，大規模な整備計画が進行中であるので，この途

中経過一つをとってどうこう言うのは，おそらく適切で

はない。計画完了時には，きっと別の若い街路樹が植え

られることだろう。しかし，それらがもとの桜と同じよ

うに，見事な枝ぶりで行き交う人々にやすらぎと感動を

与えるよう成長するまでには，どれくらいの年月が必要

なことか。

時間に対する価値観が軽視されていると，駅前を通る

たびに感じる。桜の花が咲く頃にはほんとうに綺麗だっ

ただけに，腹立たしい気分にすらなる。風雪に耐え，長

い年月を経ているからこそ現れる美しさなのだ。

設計の実務についてから，十数年がたった。設計図が，

初めて地縄で大地に移されたとき，柱や壁が建ち，意図

した空間が次第に現れていくとき，建物が完成して多く

の人に利用される様子を見たとき，なんて楽しい仕事な

んだろうと思った。更地に新しい空間が出来上がってい

くことに興奮もしたし，今ももちろんそうである。そし

て，自ら設計する機会を得て実現した建物が，徐々にで

はあるが増えるにつけ，長く存在していくことの重み，

すなわち時間について，より考えさせられるようになっ

た。それは同時に，植物であれ，古くて現在求められて

いる機能を満たさない建物であれ，長い年月に耐え存

在しているものの価値を心から実感するきっかけでも

ある。

時間的価値をいかに継承するかを探り，ものづくりを

していきたいと思っている。そのためには，時には経済

効率とか効果優先の価値観を覆す努力をしなければなら

ないだろう。

また，老木の桜のごとく，時間の経過とともに存在す

ることの価値が増すような建築をつくっていく努力を重

ねていきたいと思う。
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建築と時間

早草 睦惠

第４７回

■筆者略歴
早草睦惠（はやくさむつえ）
1963年 東京生まれ
1986年 東京大学工学部建築学科卒業

㈱岡設計，㈱日本設計勤務を経て
1991年 セルスペース設立（1991～94年まで共同経営）
1998年～ 日本大学短期大学部非常勤講師

�事務所バルコニーにて

�，�ボトルコレクターの家

�ハーモニーホール 丘�

�

�

�



バルセロナ③ 

グラナダ 
① 

マルベーヤ① 

バレンシア② 

ニーム② 

リヨン① 

リスボン③ 

セビリア① 
アルヘ 
シラス 
① 

フェズ② 

モロッコ 

タンジール 
アルジェリア 

チ
ュ
ニ
ジ
ア 

ポーランド 
オランダ 

ドイツ 
連邦共和国 

イタ 
　リア 

スロバキア 

ハンガリー スイス オーストリア 

ベルギー 

イギリス 

ギリシャ 

アルバニア 

旧ユーゴ 
スラビア 
連邦諸国 

フランス 
パリ③ 

デンマーク 

スペイン 

メリダ 

マルセイユ 
ポン・デュ・ガール 

アヴィニオン 

ラ・トゥーレット 
修道院 

ポルト 
ガル 

T
G
V

：専用バス 
：航空機 

：フランス新幹線 
○内数字：宿泊日数 

〔凡例〕 
スウェーデン 

チェコ 
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Ａコース
平成10年8月18日～9月8日
引率／片桐正夫教授

Ｂコース
平成10年8月19日～9月9日
引率／半貫敏夫教授

八藤後猛助手

第30回

建築学生
海外研修旅行

報告

大航海時代と遭遇する建築の旅
片桐 正夫教授

ヨーロッパの文化的基盤は，古代ローマ時代に形成さ

れたと考える人は多い。事実，地中海を取り巻く沿岸地

域から，大陸の奥深く，ローマ人に触れられぬ場所を探

すのはきわめて困難であるほどに，彼らの開拓の跡が至

る所に残されている。そしてこの上に，東から始まった

キリストの説く教えが拡がり，一大キリスト教文明圏が

形成されたのであるが，この歴史の中にあって，大陸の

はずれにあるポルトガル，スペイン，モロッコはやや趣

を異にしている。

これらの地域は，地政学上の制約から，歴史の本流に

かかわってこなかったのである。しかし，東方に拡大す

る経済活動は，一夜にしてこれらの地域を歴史の表舞台

へ引き出してしまったのである。大航海時代の幕開けで

ある。

このコースは，こうした時代の大変革の舞台となった

地域を訪ね，変革の時代に建築がどうつくられたのかを

自分の眼で発見してもらうことを期待して企画した。さ

て，参加した諸君の研修の成果はいかがでしょう。

ノーマン・フォスターの美術館（ニーム）

Aコース

Ａコース



大森紘子（2年）

今回の旅の出発点となったポルトガル，

どのような出会いが待ち受けているのか期

待で溢れていた。移動中のバスの中から眺

める景色，街並みは異郷の地へ身を置く実

感を強く感じさせた。建築の研修旅行であ

るが，自然もまた，体感的，感性的に重要

な対象であるから，あえて建築物に焦点を

あてずに，私の心に強く印象に残ったこと

を述べたいと思う。

世界遺産に登録されているシントラ地区

は，手つかずの原生林の木々が力強く辺り

を生気で満たしていた。表面に荒くコケが

覆いつくすほど成長し，限りなく空を貫く

ごとく高くそびえ立つ木にツタが象徴的に

からみ，ある種の姿を提示されたようだ

った。

ロカ岬では詩人バイロンをして「地上の

エデン」と言わしめた光景に遭遇すること

となった。百聞は一見にしかずである。写

真や映像ではまさに感じ得ない貴重な体験

となった。このスケールの大きさはポルト

ガルの忘れ得ぬ空間として脳裏に刻まれる

ことになった。

黒川千聡（3年）
神保郁子（3年）

とりあえず，とてつもなく暑かった。昼

頃46度。カラッと乾燥してて肌はパサパ

サ。ローションは欠かせない。

その暑さのなか，ヒラルダの塔を70m，

ひたすら登って，塔の展望台から見た街の

雰囲気がとてもよかった。夜景もここから

見ることができたらよかったのにと思う。

しかし，自分の目の高さから見た夜景も美

しかった。ライトアップされたカテドラル

を見ながらパエリアを食べ，近くのバール

でサングリアを飲んだ。ひたすらサングリ

アを飲む。サンタクルス街は，小道のジャ

スミンの香りが印象的。セビリアの夜は長

く，12時をまわって終バスがなくなって

も，大人も子供もここを去らない。

天野　玲（3年）

このコースの目玉であり，一番楽しみに

していたモロッコ。その第一印象は最悪で

あった。良く言えば「アフリカの大地の香

り」とでも表現するのだろうが，何かのに

おいがする。バスを降りれば，周囲の人た

ちの射るような視線を感じ，ガイドは現地

の人といきなりケンカ，街のトイレは言葉

では表現できないほどの汚さ，店先の食材

にたかるハエの多さ……，何もかもが最悪

であった。

しかし，メディナを歩いていくうちに出

会う子供の澄んだ瞳，古い街並みに息づく

生命の躍動感，今までの日常生活とはあま

りにもかけ離れた世界であるが故に感じて

いた違和感も，時間とともに薄れていく。

気がつけば，風景に溶け込み，その一瞬一

瞬を楽しむ自分がいた。

ガウディもコルビュジェも確かに素晴ら

しかったが，アフリカ，イスラムの空気に

触れたこの国では，それ以上の感動を覚

え，何事にも替え難い経験をした。モロッ

コ・フェズ，そこは不思議な魅力を感じさ

せる場所であった。

小泉由紀（3年）
柴生田春野（3年）

その日はとても暑かった。モロッコをす

でに訪れ，40度前後の暑さを経験し，慣

れていたわれわれも，アルハンブラ宮殿に

入る頃には非常に疲れていた。特に，男性

群は後半かなりばてていたようで，いつま

で待ってもいっこうに来ない時もあった。

しかし，宮殿の中に入ると，そんな疲れ

は一瞬にして吹き飛んでしまう。鍾乳洞や

ハトのたまごをモチーフとした独特な形の

天井をあしらったイスラム風の神秘的な各

部屋。そこに入ってくるさまざまな光。そ

して，外部においては水を使った多種多様

の仕掛け。建物自身もそれを取り囲むラン

グラナダ
モロッコ・フェズ

セビリア

ポルトガル
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ポルトガル・ロカ岬

バレンシア・カテドラル前広場

ホコリ高きフェズの街で



ドスケープも全てが完成されているように

感じた。

どれをとってもそれらな何かの意味を持

ち，まるで何もかもが計算されているかの

ように存在するのだ。そしてそれは美し

く，偉大な力強さをもちあわせていた。こ

こにイスラム教の魂が生きているのだと感

じた。

その日の夕食も楽しく過ごし，グラナダ

の魅力的な一日が終了した。

金井　直（3年）

朝，グラナダを発って一行は陸路で北上

し，夕方ようやくバレンシアに到着。移動

に費やした時間もあるが，歴史的な建物を

数多く目にし，すでに頭の中をゴシック建

築や宗教世界が渦巻いていただけに，バレ

ンシアに由来するオレンジのイメージに清

涼な憩いを求めていた。しかし，自動販売

機をオレンジジュースが占めていたとはい

っても，街の橙色は立ち並ぶ古びた石造り

の建物だった。

旧市街は露地が複雑に入り組み，開けた

ところには大抵カテドラルが現れる。大通

りに縁取られるように一塊になったその旧

市街は，半日もあれば一回りできた。ある

有名なカテドラルの前の広場にしばらく腰

を下ろし，白と黒の鳩と子供たちを目で追

って時間は過ぎていった。キリストが最後

の晩餐で使ったといわれる聖杯が，眼前の塔

に飾られていることなど知る由もなかった。

ただ，どの街もそうであったように，宗

教が人々のあいだに溶け込み，建築に大い

に反映され，その歴史の重さと変わらない

風土と文化の豊かさを感じた。

松田直也（3年）

今回の研修の最終目的地フランスでは，

ル・コルビュジェの建物を中心に見て回っ

た。有名な建築家なので，どれほど魅力的

な建物なのかと期待していた。

まずは，マルセイユのユニテを見た。こ

の建物は実際に部屋の中まで見せてもらっ

たが，どうってことのない部屋の配置であ

った。ユニテの屋上はちょっと他と違って

工夫がされていたが，特に興味は湧かなか

った。また，ラトゥーレット修道院は，外

観はコルビュジェ独自のコンクリートの打

ちっぱなしがあからさまに感じた。初めて

見たときはまた似たような建物と思った

が，今回は中に入って見ると，特に教会の

中は神秘的な世界が広がっていてよかった。

コルビュジェの建物は人それぞれ感じ方

は違うが，実際見てみると特別な何かを感

じることはなかった。これは自分の目で見

てみないとわからないことだから，実際に

見て，自分がどのように思ったかを素直に

感じた方がいいと思った。

フランス

スペイン・バレンシア

12

Bコース

八藤後 猛助手

本コースは，1998年8月19日

より22日間の日程で行われ，32名

の学生の参加があった。

はじめにローマに入り，フィレン

ツェ，ベネチアをはじめとしたイタ

リア各都市を，中小都市も含めつぶ

さに訪問した。そこでは，古代ロー

マ建築，初期中世建築からイタリア

ルネサンス建築に至る，まさに西洋

建築史の表舞台ともいえる建築の

数々を目の当たりにすることができ

た。その後，イタリアからアルプス

越えの後ドイツへと移動しドイツ中

世都市をまわり，ローテンブルグ，

ハイデルベルグなどのドイツ中世建

築を中心とし，さらにミュンヘンで

はオリンピック競技場といった，ご

く近代の建築にも触れている。

コースは再び南下し，数日間かけ

ロンシャン教会堂，ラ・トゥーレッ

ト修道院，集合住宅「ユニテ」とい

った，一連のコルビュジェの作品を

丹念に訪問する。その後，ランドッ

ク地方を経由し，フランス中世都市

を訪問しながら，昨今，学生の関心

がたいへん高いといわれているガウ

ディをはじめとした，多くの近代建

築で知られるバルセロナを訪問。そ

して，北方ヨーロッパ建築の宝庫と

もいえるパリへ飛び，まさに北方ル

ネサンスを代表し，今日でも数々の

近代建築を数多く生み出している大

都市で，研修旅行のフィナーレを迎

えた。

グラナダ・アルハンブラ宮殿

パリ大学



遠藤史子（3年）

その日はあいかわらず朝からいい天気

で，真っ直ぐ水の都ヴェネツアに向かう予

定だった。バスの中である教会のことを知

った。その教会はサンジョヴァンニ聖堂と

いい，設計者はGiovanni Micherucciと

いう建築家だった。彼はコルビュジェの設

計したロンシャンの教会を意識して設計し

たというのだ。その話を聞いて，きっとた

いしたことないだろうと思った。勝手な想

像をめぐらしていると，間もなくバスはそ

の教会に到着した。

緑の屋根に白い石の壁，複雑な外観は

重々しく大地に根を張った木々のようで，

風に吹かれる雲のようなロンシャンとは対

称的だった。明るいエントランスは教会と

いうよりは，宗教芸術の作品の展示がして

あるギャラリーのようであった。礼拝堂に

入ると，ひんやりとした空気が一気に外の

暑さとともに心のざわめきを私の中から奪

い去ってしまった。細い構造は複雑に支え

合い，コンクリートであるのに形枠の木目

のあとからだろうか，木の幹のように見え

た。わずかに入ってくる光は何の色ももた

ず，キリストのモザイクのみが色をもって

いた。

コルビュジェの強い光に隠れてしまった

彼の教会は，深い森の中にいるように穏や

かにたたずんでいた。見えない透明な光で

も感じることができると……。

有泉絵美（3年）

夏とは思えないほど寒かったドイツ，で

も街の雰囲気はとても暖かかった。特にこ

こ，ローテンブルクは城壁に囲まれた中世

の面影が残る小さな街ですごくかわいい。

美しい街並みを歩くと，さまざまな建物

の色彩や表情，そして窓辺の花を目にす

る。住民の街への愛着心が伝わってきて，

何だかとても嬉しく楽しい気分になった。

こじんまりとしたかわいい街並みを演出す

る主役は，すかし細工の看板だと思う。街

並みと調和し，くどくない。日本も看板が

多い国だが，派手な色彩は私たちの視線を

さえぎるだけでなく景観をも壊すので，品

がなく感じられる。対称的にローテンブル

クの芸術品ともいえるこれらの看板は一つ

一つがデザインされ，シルエットとして街

並みを引き締めている。看板を全部見よう

としたら一日はかかりそう。ここは見るも

のがいっぱいあるので，見るものをしぼる

のに大変だった。

あっという間に時間はたち，「あぁ，も

っといたかった……」という私の思いとは

うらはらに，バスは次なる訪問地へと，ひ

ローテンブルク

ある教会

バルセロナ③ 
ニーム① 

バーゼル① 

ミュンヘン② 

インスブルック① 
ヴィツェンツィア① 

フィレンツェ② 

モロッコ 
アルジェリア 

チ
ュ
ニ
ジ
ア 

ポーランド 

オランダ 
ドイツ 
連邦共和国 

チェコ 

旧ユーゴ 
スラビア 
連邦諸国 

シェナ 

ヴェネツィア 

サンジミニアーノ 

ローマ③ 

ベルギー 

イギリス 

フランス 

パリ③ 

デンマーク 

スペイン 

マルセイユ① 

ポン・デュ・ガール 
アヴィニオン リヨン① 

ラ・トゥーレット 
修道院 

ロンシャン 
礼拝堂 

ローテンブルグ 

ノイシュバンシュタイン城 

ポ
ル
ト
ガ
ル イタリア ギ

リ
シ
ャ 

ハイデルベルグ① 

アルバニア 

○内数字：宿泊日数 

スウェーデン 

スイス 

スロバキア 

：専用バス 
：航空機 

○内数字：宿泊日数 

〔凡例〕 

ヨーロッパ建築の王道を辿る
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フィレンツェ郊外・サンジョヴァンニ聖堂

Bコース
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たすらにロマンチック街道を走っていた。

また訪れるチャンスがあるといいな。

星野　諭（2年）

いよいよバルセロナ，ニームからの

400kmの長旅の疲れも吹っ飛んでいた。

高ぶる心を抑えきれず，バスの一番前の席

に移った。しばらくすると右前方に彼
・

の作

品の一つ，サグラダ・ファミリアが現れ

た。嬉しさのあまり叫んでしまった。そし

て，彼
・

の作品の研修が始まった。

コロニア・グエル教会堂は，柱が荒々し

く壁はレンガで，地に根を張る木のようだ

った。カサ・ミラは，壁面が滑らかで，好

き勝手なうねりを繰り返し，中は湾曲する

通廊と形を変えた部屋が集合し，細胞のよ

うだった。そして，サグラダ・ファミリア

は一見遠くから見るとトウモロコシのよう

だが，近づくとその巨大さと彫刻の細かさ

に驚いた。また，天に向かって伸び，時間

とともに成長していた。と彼
・

の建築は

生きていた
・ ・ ・ ・ ・

。ここでいう生きていたとは，

単に生物の形をしていたというのではな

く，生命力を建築に呼び込み，それを端的

に表現し，自ら意志を持って生きていると

いうことなのだ。

「そう，彼
・

こそ建築家アントニオ・ガウ

ディなのである」

中村守宏（M‐2年）

コルは23歳にして『東方への旅』に出

る。彼の生涯はこのひとつの旅に始まっ

た。グランド・ツアーは，18世紀以来ひ

とつの文化的システムになっていたようで

ある。……毎年参加したいと熱望していた

海外研修旅行！ 23歳の今年はコルを魅了

したギリシャを訪ねず，コルを訪ねる旅で

あった。

彼の作品を体験するとモデュロールを駆

使した空間の閉鎖的な圧迫感や，ラトゥー

レットの屋上庭園等，幾つかの疑問を感じ

る。が，しかし，こうした疑問点にも魅力

を感じ，さらに，一つ一つの作品から滲み

出る彼の強烈な個性と物を生み出す欲動，

提案性に結局，大満足になっていた。一通

り振り返ると，彼は自分の作り上げた檻を

新たな提案により常に破壊してきたことが

よくわかる。20世紀末の現在，近代建築

は神話化され様式となり定着した。この停

滞はコルをがっくりさせたことだろう。物

を創る上でのコルのこうしたスタンスは体

に染み込ませたいと思う。さらに彼は死の

数時間前，ベニスの病院に関しての会話で

「頭の中には少なくとも百年分の計画はあ

る」と言う。……

その他，モネの『睡蓮』◎。ホテルのプ

ールでアメリカ娘との競泳に勝利！ 勝負

の厳しさを教える。大満足!!

井上　玲（3年）

パリでは，新しいものばかり見てまわっ

た。それは，最終目的地パリに着くまでに

歴史的建造物にうんざりしていたからだ。

この歴史ある都市において，大胆な事業が

数多く行われ，その多くが，かつてポンピ

ドゥーセンターがそうであったように，奇

抜なデザインであるがためにまず反対され

るが，時間が経つと歴史的風景とのコント

ラストがかえってパリの新しい顔となると

いう逆転劇は，この上なく刺激的で，これ

ぞ花の都という感じを与える。

印象に残ったものはどれも構成に強い意

志が感じられ，デザイン，切り口がシャー

プだと思った。三者三様なアンドレ・シト

ロエン公園，ラ・ヴィレット公園，ベルシ

ー公園。セーヌ川のほとりに立つ４本のタ

ワーで，その場所に緊張感を与える新国立

図書館。そして，ガラス，土，緑を力強く

表現したカルティエ財団。……。

今，パリは21世紀へ向けて自らの足で

力強く前進している。それは決して，軽

い，小意気なステップといった感じではな

いようだ。

パリ，21世紀へ向けて

コルビュジェを訪ねた
『西方への旅』

彼の建築は生きていた

新国立図書館とセーヌサグラダ・ファミリア

・　　　　　　 ・ ・ ・ ・ ・

ローテンブルクの街角 ロンシャン教会堂



■卒業研究テーマ

本研究室は，建築に関連す

る地盤工学および基礎構造を

主な研究対象としている。

平成11年度の卒業研究は，次の６つのテーマを計画

している。

１．改良地盤の強度・変形特性に関する研究

セメント系改良土の強度・変形特性について，中空ね

じりせん断試験により検討する。

２．地盤系オンライン地震応答実験に関する研究

地盤の地震時挙動を再現するため，コンピュータによ

る数値計算と中空ねじりせん断試験装置による動的実験

をオンラインで結合して応答解析を進める地震応答実験

システムの開発研究を行う。

３．砂地盤の液状化特性に関する研究

液状化特性に与える地震動の２方向入力の影響と液状

化発生時の地震動の強さについて，オンライン地震応答

実験法により検討する。

４．動的平板載荷試験の有効性に関する研究

簡易な動的平板載荷試験から地盤の支持力，変形係数，

荷重～沈下関係を求める方法について検討する。

５．粘性土地盤の動的強度評価法に関する研究

原地盤のシルト・粘性土の動的物性のデータを蓄積す

るとともに動的強度評価法について検討する。

６．建築基礎構造の限界状態設計法に関する研究

基礎構造の設計基準が，従来の許容応力度設計法から

限界状態設計法に移行しようとしている。限界状態設計

法の内容を基礎構造の設計例を基に理解する。

■卒業生の就職傾向

卒研生の就職先は，他の研究室と同様に建設業と住宅

産業が大半である。ここ数年の大学院生は東京電力の建

設部，大手建設会社の技術研究所や構造設計部，東京都

庁の建設局等に就職している。

■卒業研究テーマ

１．対（地）震性能設計法に関

する研究

２．制震（振）構造の実用化に関する研究

建築物にとって芸術性，機能性は日常生活を保持する

上で非常に大切なことであるが，その大前提としてまず

第一に大切なことは人命を守るシェルターの役割を果た

すことである。先の大震災では，６千人以上の尊い命が

一瞬にして失われた。また建築構造物をはじめとする社

会施設の復旧には，莫大な費用と長い時間がかかること

を改めて認識させられた。これを受けて建築基準法が現

在の仕様設計から性能設計（構造物の性能を明示した設

計法）に改正されようとしている。この新しい設計法を

エネルギ論の立場から整理し開発すること，またそれを

実現するための新しい構造部材を開発すること，これが

本研究室のメイン・テーマである。

また地震災害発生時には，社会全体の活動が停止する

ため，怪我をしても治療が受けられないとか，情報網や

交通網の破壊により被災地からの脱出や救援活動もでき

なくなるという状態になることは記憶に新しい。

１次災害はもちろん，このような２次災害を軽減する

という意味でも，従来の構造物とは設計思想を異にする

免震・制震構造の開発や普及は急務である。本研究室で

は，その設計法やディバイスの開発もテーマの一つとし

ている。
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安達俊夫助教授・山田雅一助手（433-A号室）構

平成１１年度卒業研究テーマ一覧
以下の研究テーマは，建築学，企画経営両コースの学生が自由に選択

することができる。（計：計画系，構：構造系，50音順）

石丸辰治教授・新谷隆弘講師（454号室）構

3年生までは建築の基礎を幅広くしっかりと勉強し，あまり早急に専門分化しないほうがよいとわれわれは考えて
います。しかし，大学生活の最後を迎える4年生は，各研究室に所属して，一つの研究テーマに取り組み，それを掘
り下げることになります。そして先生方と膝を交えて話し合い，就職や大学院への進学の相談，大学院生との交流な
どを通して，教室では望めない人間的なふれあいと相互のコミュニケーションを得ることによって，建築学生にふさ
わしい実力を蓄え，かつ大学生活の最も有意義な思い出がつくり出されるものと考えています。
3年生諸君は4月からの卒業研究着手に向けて，以下のような各研究室の卒業研究テーマや，1998年4月の『駿
建』にのっている昨年度の卒業生の就職動向などに目を通して，自分が4年生になってやってみたいことをよく考え
ておくことを希望します。 斎藤公男（建築学科教室主任）

卒業研究ガイド



■卒業生の就職傾向

構造設計事務所，ゼネコンの現場・構造設計部・技術

研究所等への就職が多い。また，官公庁・建設コンサル

タント会社，あるいは，鉄道・電力会社の建築部門に就

職する者も増えつつある。

大型構造物試験棟に建築学科教室より

出向して運営と指導にあたっているの

で，船橋キャンパスにも研究スペースが

ある。豊富な設備と比較的ゆったりした

スペースで，自由に研究できるのが本研究室の特徴。い

ずれのテーマもデジタル・データ化し，CD-ROMを作

成する。積極的に楽しく取り組む学生を期待している。

１．ホタテ貝殻を利用した構造部材の技術開発と評価に

関する研究

キーワード 貝殻　表面構造　骨材

２．建築構造工学に関する研究

キーワード ガウディ ピラミッド フォルム

３．実大構造物試験の評価に関する研究

キーワード 試験機　制御システム 実験

各自がすでに興

味ある研究テーマ

を提起することを

歓迎する。当研究

室が今取り組んでいる課題を参考にして，この中より選

択，研究に参加すること。

１．「日本建築の伝統を探求する」研究（例えば，空間

構成，意匠，機能などについて）

２．近世社寺建築の計画，意匠，技術の調査研究（日本

の建築の近代化へのメカニズムを解明）

３．歴史的建造物，町並み，環境の保存と再生に関する

実践的研究（特に，活用の具体的提案について）

４．近代の市街地住宅および宅地開発の発展経過と形態

に関する調査研究

５．東南アジア（特にアンコール遺蹟・ベトナム建築な

ど）のフィールド・ワークと調査研究

６．中国，朝鮮の建築に関する研究

※自主的に研究をすすめる強い意志と行動力のある人物

が望ましい。研究の性質上，資料収集や読書に対し，ア

レルギーのある者は不適格であろう。

なお，卒業研究着手の条件としては，海外研修旅行

（韓国，または東南アジア）に参加できることと，近

代・日本・西洋建築史のうち，いずれか２科目の単位を

取得していなければならない。

建築の目的は，

快適な居住空間の

創造にある。建築

の空間性能に関係

する多くの要因の中で，人間の感覚に直接影響する音･

振動環境の問題は，近年の生活水準の向上に伴い，ます

ます重要な検討課題となっている。

当研究室では，このような建築に対する社会的要求を

踏まえて，現象を物理的に捉えるだけでなく，感覚面か

らのアプローチ，さらには人間工学にまで及ぶ広範囲な

視点から研究に取り組み，総合的な建築物の音･振動環

境性能の向上を目指している。

■卒研テーマ

１．集合住宅の音･振動環境性能に関する研究

この研究は，集合住宅内の音環境及び床の振動環境性

能の向上を実現することを目的としたものであり，具体

的には次のようなテーマが考えられる。(1)床衝撃音の予

測方法と評価，(2)戸建住宅の遮音性能の向上，(3)界壁･

外壁の遮音性能の向上，(4)鉄道軌道･道路上建築物の騒

音･振動制御と予測方法，(5)住宅の床のかたさ感覚と居

住性能。このうち(5)のテーマは，居住床のかたさを歩行

感などの面から，人間工学的に研究し，今後の住宅の床

構造仕様を提案しようとするものである。

２．集合住宅の音環境と居住者の評価に関する研究

都市生活の中では外部騒音が居住環境に影響する大き

な要因の一つとなっている。本研究では，実測調査によ

り住宅周辺の音環境の実態を把握するとともに，居住者

の意識調査・分析を通して，居住者が日常生活の場で経

験し，認識している問題を明確にし，居住環境として適

切な音環境を，周辺住環境との関わりの中で把握してい

くことを目的としている。

３．作業環境騒音の人体への影響と評価に関する研究

建設工事現場や金属加工工場など，高レベルな騒音に

曝される作業者の聴力保護，作業場の環境管理は，労働

市場の国際化に伴い重要な課題となっている。本研究は，

これまで十分に整理されてこなかった作業環境の現状を

把握し，その実態を明らかにして評価法の体系化をはか

るための研究を行う。

４．建築設備の騒音･振動制御方法に関する研究

近年，建築物の高層化に伴い，建築設備の多様化が進

みつつある。その結果，居住空間と設備機器･配管類が

混在し，音･振動環境の性能低下を引き起こしている。

本研究では，設備機器類や配管系から発生する固体音の
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岡村武士助教授（946号室）構

片桐正夫教授・大川三雄助手

・重枝　豊助手（587-A・B号室）

計

木村　翔教授・井上勝夫助教授

・橋本　修助手（583-A・582-A号室）

計



制御法と，防止設計法について検討する。

５．子供の音環境に関する研究

成長期にある子供達にとって，聴覚系を通したいろい

ろな体験は，将来に対して非常に重要な意味を持つのは

言うまでもない。本研究は，学校建築を中心に子供の音

環境としてあるべき姿を実態調査及びヒアリングから検

討し，建築の設計にフィードバックして，今後の学校建

築について考える。

６．公共･都市空間における音声の明瞭性評価に関する

研究

大空間や駅，地下街など公共空間における音声アナウ

ンスは，利用者に対する情報伝達手段として大きな役割

を果たしている。本テーマは，人間の音声認知機構と残

響やエコーなど音声聴取に影響を与える物理的な音響要

因との関係について検討し，明瞭性を高めるためのアナ

ウンスの方法や電気音響スピーカシステムなどについて

検討する。

７．ホール音場の評価と予測に関する研究

豊かで良好な響きが求められるホールなどの室内音場

の評価を行う場合，音量，音質，空間印象などが重要な

パラメータとなり，これらの要因について，音響測定，

聴感による音場評価，音場予測のそれぞれの面から総合

的な検討を行うことが必要である。

具体的な研究テーマとしては，(1)音の到来方向に着目

した三次元的な音場計測と立体音場再生による音場評

価，(2)演奏者の立場を考慮した舞台内音場の評価，(3)音

場合成手法を用いた音場再生･評価などが挙げられる。

８．室内音響設計に関する研究

ホールや会議場，大規模イベントスペースなど様々な

空間の音響設計について，研究室で開発したソフトウェ

アによるコンピュータ･シミュレーション手法を活用し，

ＣＧによるヴィジュアルな表現を積極的に用いながら，

わかり易く実際的な室内音場の表現や評価法について研

究を行う。

９．建築における電磁環境に関する研究

目に見えず，感覚で捕らえられない電磁波（周波数が

数10kHzから100GHz程度）は，電子機器の誤動作や通

信機器の混信，さらには生体への影響までが懸念され，

建築分野でも無視できない状況になってきている。建築

物内でも，その影響は大きく，シールド技術の検討や材

料の開発等が活発に行われている。本研究では，電磁波

の物理的な面の基礎的考察，建築物内の実態把握，シー

ルド技術などについて検討する。

■就職の状況

本研究室では伝統的に大学院生，卒研生と教員との綿

密な就職相談を実施しており，意欲的な学生諸君の活発

な就職活動を支援している。卒業生は，建設会社，住宅

産業，設備会社，建築設計事務所，公的な建築試験セン

ター，音響コンサルタント事務所などで幅広く活躍してい

る。

本研究室では，

研究テーマとして

地区レベルから都

市レベルを対象に，以下のような視点を設定している。

１．歴　史―――都市計画史，都市計画法制史，都市形

成史

２．調査・解析―都市調査法，土地利用解析，地域構造

解析

３．計　画―――都市空間の高度利用（空中権），伝統

的景観の保全，既成市街地の再整備

（商店街の再開発・インナーシティ問

題等），居住環境整備

４．デザイン――都市設計，都市景観調査・解析・計画

５．その他―――住民参加，都市開発事業，不動産に関

する事業・制度の検討，etc.

これらの中から，現在または近い将来での都市計画上

の課題をふまえ，数回のミーティングにより各自の具体

的な研究テーマを設定する。研究は個人またはグループ

で進める。

なお，次の科目はぜひ取得しておいてほしい。

「都市計画Ⅰ」「建築法規及び行政」「建築設計製図

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」

その他，テーマによっては「建築史」「統計学」「電子

演算」等の科目が，または外国語の語学力が必要な場合

もある。

■研究の視座―空

間構造のめざすも

の

�構造という力学

に裏付けられた技術の世界と，造形という人間のゆれ

動く感性の世界を結ぶものは何か。

�構造には本来，安全性と経済性の確保という大役が課

せられている。一方，新しい建築空間をきりひらくと

いう創造的役割のあることを，歴史のあゆみは物語っ

ている。空間構造の今日的な役割は何か。

�“力と形”が結晶した秩序ある自然界の形象は空間構造

の原形。釣合形態と立体的な構成システムから生まれ

る合理性は，大スパン架構の有力な手がかりとなる。
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■基本テーマ

「空間構造に関する研究」

�空間構造による大スパン建築の構成を試みる。

�新しい素材の特性を踏まえながら，空間構造システム

を創出する。

�構造特性を理論・解析と実験の両面からとらえ，設計

基本データを蓄積する。

�実際の構造物の性能を確認し，理論と設計・施工との

接点をさぐる。

�コンピュータや実験を利用した空間構造の性能解析手

法を開発する。

�CG，CADによる空間構造の企画設計支援を，構造計

画面から展開する。

�多くの人々が楽しさや安らぎを共有できる‘つどいの

空間’を研究や実例を通して感じとる。

�構造教育へのフィードバックを試みる。

■’99のテーマ

�テンション材料（ケーブルと膜）を利用した空間構成

�木質系・アルミ材料による空間構造システムの開発と

応用

�ガラス・ウォールやガラス・ルーフの開発と応用

�サッカースタジアムの構造デザイン

�空間構造の施工支援手法の開発

�ポスト膜材料の考案と適用性の検討

�空間構造の歴史と現況

�テンポラリー・スペースの考案

	構造教育用教材およびソフトの開発

■研究室の横顔

�“よく学び，よく遊ぶ”は研究室のモットー。テニス，

スキー等もスポーツ力学で上達したいところ。

�合宿，OB会，現場見学会等を通じて，タテ・ヨコの

つながりを。他を知り，そして自らを磨く。

当研究室は，主として建設材料と施工

に関して，物性の検討や品質の評価法を

はじめ，新素材や新工法の開発を目標と

して研究を推進している。課題について

これまでの実施例を示せば，以下のようである。なお，

大学院進学希望者の着手を歓迎する。

■卒業研究テーマ

１．アンコール遺跡の保存に関する材料学的検討＊

２．低層RC造住宅のプレハブ化に関する研究＊

３．コンクリートの吸水性状に基づく品質の評価法に関

する実験的研究

４．表面処理による木材の耐火・耐久性向上ならびに人

工木材に関する基礎的研究

５．建築物の防汚に関する研究

６．新素材の用途開発に関する研究

７．その他

1）新素材と新工法に関する調査と評価

2）特許申請の実践

3）自主テーマ等

＊は「卒業制作」と連係することができる。

本研究室は，標記教員２名

と大学院生５名の構成で，鉄

筋コンクリート構造物に関す

る以下の研究テーマに取り組

んでおります。

1）RC造骨組建物の高精度３次元動的応答解析モデル

の開発

2）地震荷重を受けるRC造骨組建物の損傷解析法に関

する研究

3）RC構造物の強度・靭性・抵抗機構に関する破壊力

学的研究

4）RC構造物の非破壊検査法および補修・補強技術に

関する研究

5）コンクリート廃材を用いたリサイクル材料に関する

研究

また，本研究室を窓口として，清水泰先生（東工大付

属高教諭）の研究テーマも選択できます。いずれも難し

そうな研究テーマ名ではありますが，今後ますます重要

性が増す研究内容であり，力学系の学科目に興味のある

学生にはやりがいのある卒論テーマになると確信してお

ります。一方，本研究室では，学科LANの構築・整備

等にも力を入れており，“ひとのために汗を流す”こと

のできる学生の来室を期待しております（コンピュータ

に関する予備知識は不問，心身ともに健康であること）。

■卒業生の就職状況について

就職を希望する学生にとって特に厳しい一年間であっ

たが，卒研生は健闘し，建設会社（４），住宅（２），建

材（２），設計事務所（１），情報（１），進学（２）で

あった。一方，大学院生は電力（１）となっている。

■研究内容

日常生活における快適な空間を創造す

ることは，建築計画上の基本的な設計指

針のひとつである。空間性能をいわゆる

設計者のセンスで充分に生かすためには，環境工学的な

要因を総合的に把握して設計の中で具体化することであ

り，環境情報の定量化と合理的な環境計画への応用は質
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の高い建築空間の創造に欠かせないものである。そのた

めには環境要因の的確な計測と評価，さらに設計・予測

手法の確立が望まれます。

当研究室では音・光・熱環境に関するテーマを扱って

いますが，吉野・羽入研究室（住環境総合評価，環境工

学とバリアフリー計画等）と共同で環境・情報研究室と

して活動しております。また，ゼミ活動の一環として色

彩・照明の勉強会を実施しております。

■卒業研究テーマ

［音環境］

１．コンピュータシミュレーションによる室内音場の予

測と３Ｄ音場再生システムによる建築計画への応用

２．騒音分布の予測と環境アセスメントに関する基礎的

検討

３．超縮尺音響モデルによる室内音響設計手法の検討

［色彩・光環境］

１．建築空間における照明・色彩計画に関する研究

２．各種生理量の定量化による空間認知に関する研究

［複合環境］

１．高気密・高断熱住宅における複合環境の評価に関す

る研究

そのほか，環境工学に関する各自のテーマについても

相談に応じる。

上記の一連の研究テーマは，心理評価によるデータの

統計処理から最新のデジタル技術，マルチメディアの総

合によるもので，多くの基礎知識が要求されますが，研

究を通して充分に修得が可能であり，日頃より建築計

画・環境工学に対して興味と理解のある人にとってメリ

ットが大きいと考えている。研究意欲のある人は大いに

歓迎いたします。

［関澤研テーマ］

教育施設の研究

�小・中学校における新しい

教育空間の研究

将来における教育方法の変

化に対応するためには，学校

建築はいかにあるべきか，ま

た地域社会の中での学校建築はどうあるべきか，といっ

た観点からその計画条件を研究する。

�障害児のための学校建築の研究

養護学校（精神薄弱，肢体不自由など）の計画条件を

実態調査を通して研究する。

�こどもの空間に関する研究

少子社会に対応するために，こどもの遊びや学習の空

間を，観察調査を通じて研究する。

［柳田研テーマ］

１．CAD・CGによるデジタル・デザインに関する研究

�CAD/CGによる設計手法（デザイン・シミュレーシ

ョン，プレゼンテーション）

�計画・設計におけるネットワークの活用

コラボレーション・デザイン，サイバー・スペース等

２．計画手法・設計手法に関する研究

�計画・設計情報のあり方とその活用，WWW情報等

�平面計画，配置計画における数理的手法とその応用

３．企画・FM（Facility Management）に関する研究

�企画段階における情報の収集・分析・企画立案の手法

�FMによる施設の有効な管理・運用とそのシステム

いずれも「建築の企画・計画・設計・製図という一連

の流れの中で，いかにコンピュータを活用するか」とい

うことが大きな共通のテーマであるが，これらに関連し

たものであれば独自のテーマでもよい。

[宇杉研テーマ]

今年から２つのアプローチを可能としました。

①資料解釈による実証研究

（自己の資料を作成してから結果・意見を出す）

②自分の意見・プランを提案する

（意見・提案を組み立てることを優先する）

いずれにしても現在の文化・建築・生活空間に対し

て，きちっとした批評の眼を養い，将来の展望を築くこ

とが大切です。テーマとしては，次のものを参考にして

自由に発想して下さい。

□空間と景観 □住居・集合居住・都市 □日本・アジ

ア・西欧の空間 □近代の空間構成 □公共施設と地域環

境 □祝祭・神殿 □空間・環境学習 □公園・芸術 □共

生社会居住

具体的・理論的なテーマのどちらでも，自分の目的に

積極的に取り組む姿勢を大切にし，資料収集の作業や行

動を通して研究や提案を行う。研究室の活動にも興味を

もち，提案等を通して社会と触れ合うことを重視します。

テーマ・進路などよく相談指導を受けて進めること。

私達の研究室では，計画よ

りも設計を，理論よりも実際

の作品を通して建築を学んで

ほしいと考えています。そし

て，建築を単なる「もの」としてではなく，それが成立す

る社会，文化などを包摂する環境の構成要素として捉え，

研究を行っていきます。研究テーマは，このような主旨

を理解した上で各自が自主的に設定し，指導を受けた上
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で進めていきます。また，当研究室の性格上，設計に興

味を持ち，将来設計を志す熱意のある人を歓迎します。

研究室としての共通のテーマは特に設定しませんが，上

記の主旨から以下のようなものが例として挙げられます。

□設計手法に関する研究

プログラミングから建築創造に至るまでの実証的な例

題の研究。

□作品分析，作品評論に関する研究

近代建築以降の実際の作品について，その歴史的背景，

地域文化的な背景を考察し，作品分析，作品評論を試

み，研究する。

□建築と風景の構築に関する研究

建築の場所性に焦点を当て，風景の構築の手法を研究

し，ランドスケープデザインやアーバンデザインと建

築デザインの関係について研究する。

○野村研（野村，

八藤後）

形態や機能本位

に設計されている

最近の建築物を，改めて設計の原点に戻り，「人間」（健

康な成人・高齢者・障害者を含めて）にとって真に好ま

しく，かつ望ましい建築物とする方策を探究する。

１．住環境に関する研究

２．住生活機器・設備に関する研究

３．社会福祉施設・リハビリテーション施設に関する研

究

４．福祉のまちづくりに関する研究

５．安全計画に関する研究

６．就労環境に関する研究

７．その他，当研究室にふさわしいテーマ

○石田研（石田）

研究室では主に高齢者・障害者など，社会的にハンデ

ィキャップを持つ人々を対象に多様な研究テーマに取り

組んできた。高齢化社会を迎えた現在，今後とも社会的

要請の強い実践的テーマとして以下を設ける。

１．高齢者・障害者のための住宅改造支援システムの提

案

２．都心における高齢者居住に関する研究

３．総合福祉施設の今後の展開に関する研究

４．その他に，高齢者社会を踏まえた地域環境のあり方

に関する研究

■卒業研究テーマ

１．鉄骨部材の補強法と塑性変形性能に

関する研究

２．鉄骨構造の弾塑性崩壊過程解析

（現行保有水平耐力計算の信頼度評価）

３．木質構造要素の強度と変形性能に関する研究

４．雪，氷の力学モデルと補強氷構造建築の可能性

おおよそのところ，実験４割，解析６割のエネルギー

配分を予定しています。本年の研究室スタッフは大学院

生４名と研究生１名です。伝統ある日大構造力学研究グ

ループの一員として，「構造力学を楽しむ研究室」にし

たいといつも考えているのですが，理想と現実のギャッ

プはなかなか埋まりません。まずは，構造の分野でなに

かやってみようという夢と意欲のある人を歓迎します。

今年の卒業生の就職先は，住宅３，建設２，公務員１，

設計事務所２，製造業２，大学院３，その他４という内

訳で，建築学科の平均値に似た分布となっています。

■卒業研究テーマ

１．木質構造の構造特性に関

する研究

２．南極昭和基地の建物に関

する研究

３．石膏コンクリート及びアルミナセメントの低温特性

に関する研究　

■研究室

研究室は４号館の３階にある。研究活動は構造実験と

解析を主体に活動を進めている。当研究室では「よく学

び，よく遊べ」をモットーとしている。

■研究内容

当研究室では木質材料のLVL材（Laminated Veneer

Lumber），集成材を用いた構造物の研究を構造・材料

の両面から行っている。特に現在は，LVL材の有効な

接合法（継手・仕口）に関する実験的研究を行っている。

また，日本の南極観測基地の建物に関する研究におい

ては草分け的存在である。昨年度の実験は，筋違い骨組

みによる実大構造物の実験を行いLVL材の有効性を示

し，一般建築から南極基地建物にまで応用すべく研究を

行っている。昭和基地建物は築後約30年以上も経過し，

老朽化している。そんな中，研究室の課題は絶えない。

氷床建物の基礎的研究，不燃化木質系による新構造シス

テムの研究，石膏コンクリートを用いた研究等が主な内

容である。

上記の他，研究室では電算機を用いた構造設計手法の

修得も大きな課題の一つである。その主な目的は電算機
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を用いた設計手法が多岐にわたっているため，設計にお

ける一連の流れをつかみ，構造的センスを養うことにあ

る。これらの演習は，多数のパソコン用ソフトを用い，

最先端の構造設計手法の話題も交えながら進めていく。

■研究室の就職状況

研究室のここ２年の就職状況は，１．鹿島建設㈱，２．

大成建設㈱，３．㈱竹中工務店，４．㈱間組，５．戸田

建設㈱，６．積水ハウス㈱，７．大和ハウス工業㈱，８．

三井木材工業㈱等のほか，大手建設会社に就職している。

■卒業研究テーマ

当研究室では，ゼミで構造から計画まで

幅広い多様なテーマについて勉強をした

後，個別のテーマごとに分かれて実験や現

地調査などをもとに研究を行っている。

研究テーマは以下の通りである。

１．寒冷地に建つ建築物に関する研究

�極地・多雪地域における建築物の人工吹雪実験による

シミュレーションおよび現地調査

�多雪地域のリゾート開発に関する研究

�建築物の積雪荷重に関する研究

２．高強度鉄筋コンクリート構造に関する研究

高強度材料を用いた鉄筋コンクリート有孔梁の耐力及

び変形に関する研究

３．都市・建築の防災計画に関する基礎的研究

地震・風・雪などの荷重による自然災害と都市の安全

性，防災計画に関する調査研究

４．建築物の寿命・耐用年数・ライフサイクルに関する

研究

建築物の寿命実態調査と寿命推計，マンションのスト

ック，維持管理・保全，環境管理，建て替えの調査研究

５．不動産の評価に関する研究

建物の評価，固定資産税評価，家屋の税制度などにつ

いての調査研究

■ 卒業生の就職状況

平成10年度卒業生は大学院生３名，学部生14名で，

国家公務員１名，建設会社４名，不動産関係５名，建築

事務所関係２名のほか，海外留学や商社など多方面にわ

たる。

■研究内容

当研究室は，鉄筋コンクリ

ート（RC）およびプレスト

レストコンクリート（PC）

を主とした分野を研究対象としている。

■卒業研究テーマ

１．開口PCはりの研究

PCはりに大きな貫通孔を設ける要求は多いが，現状

では適切な設計法が確立されていない。そこで，数年来

この研究を続けてきた結果，特別の開口補強を施さない

単一開口の場合については，実験的および理論的な研究

を概ね完了した。本年は残された問題である補強方法，

連続開口などについての研究を行うほか，実大試験体に

ついて総合的な加力実験を行う。

２．プレキャスト部材の接合に関する研究

建物の工業化の傾向にともなって，最近はプレキャス

トの利用，特に場所打ちとプレキャストを一体化して用

いるハーフプレキャストの利用が急増している。この両

者の結合にはコッターと結合筋が用いられるが，結合鉄

筋の力学的挙動についてはなお不明の部分があり，また，

接合面のコンクリートのせん断伝達機構に不明の点があ

るので，主に実験的研究を行う。

３．プレキャストPCの柱接合部に関する実験的研究

高強度コンクリートを用いた高層ラーメン構造を対象

とした高軸力を受けるプレキャストPCの下層部柱脚に

ついて，地震時の挙動に関する接合部の弾塑性性状を実

験的に調べ，解析結果を基にしプレキャストPC部材の

履歴復元力特性のモデル化を行う。

研究テーマは各自の興味に

基づいた申し出により，相談

の上で決められる。そのため，

自ら進んで考え，行動する学

生であることが望まれる。さまざまな事柄に関心を持ち，

夢や希望を持って研究を行おうとする気持ちは大切であ

るが，興味の的が絞れずテーマが二転三転したり，でき

ること，できないことの判断ができないような学生は受

け付けない。

研究室としては，オペラ，演劇，音楽，舞踊，ショー

などさまざまな舞台芸術・パフォーマンスのための空間

について調査・研究をする機会が多く，また，こうした

活動を通して，地域文化の在り方や人間生活の問題に関

心を持っている。こうした芸術文化活動への関心がない

ようでは困るし，劇場や美術館などに行ったこともない

人では無理だろう。

建物種別でいえば，劇場，コンサートホール，多目的

ホール，イヴェントスペース，地区センター，生涯学習

センターなどが挙げられる。こうした調査・研究を行う

ためには，演出家，舞台美術，舞台監督，舞台照明，舞

台音響といったいわゆる演出スタッフとの交流や，観客

サービスのスタッフあるいは劇場の管理・運営に関わる
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芸術家や行政人などとの幅広い交流や活動が不可欠であ

り，こうした人々のところに出掛け，積極的に話を聞け

る行動力がなければならない。継続して研究を行ってい

るテーマは，以下の通りである。

１．劇場及びコンサートホールに関する研究

�舞台空間の使われ方

�ホワイエ内の観客サービス機能

�客席の構成とデザイン

�フレキシブルな上演空間の可能性

�舞台美術デザインと劇空間

２．公共文化施設に関する研究

�地域文化施設の利用内容・実態

�練習施設利用者の文化活動

�特色ある地域文化活動と施設

管理者や利用者のそれぞれの立場から見た地域文化施

設の現状と今後の在り方を調査，研究する。

３．野外劇場施設

４．祭りの空間に関する研究

５．現代芸術のための空間に関する研究

その他，各自が興味を持っている具体的なテーマがあ

れば相談に応じる。

吉田研究室は，建築設備，

温熱環境（温・湿度分布，気

流，温冷感など），環境複合

などを主な研究内容としてい

る。

これまで卒業生の多くが設備会社，設備設計事務所，

建設会社や設計事務所の設備部門等に就職しているが，

この分野は地球に優しくアメニティ豊かな未来の高性能

建築を支える技術の中心であるため，バブル後も求人は

他分野ほど減少していない。しかし，不況による他分野

からの転向組も多く，応募者は急増しており，競争率の

高さは今年も続くと思われる。女子の技術系総合職も制

度としては定着しているが，これもバブル時代の大量求

人が反省期に入った結果，競争率は急上昇しており，男

女を問わずプロへの指向を厳しく問われる傾向が’９８年

度も顕著であった。

卒業研究のテーマは，研究室の継続課題である

１．身体障害者等の温熱環境に関する研究

２．実験動物施設の環境制御に関する研究

３．温熱環境の数量的評価に関する基礎的研究

４．地球に優しい総合環境システムに関する研究

５．設備意匠の研究

が中心となる。

身体障害者はしばしば体温調節などの温熱環境への適

応にも障害を持つが，本研究室は過去23年間の研究実

績をもとに，高齢者・病弱者・障害児などへも対象を拡

大しつつあり，また国際研究協力の推進力としても発展

が期待されている。温熱環境の数量的評価基準について

も，幅広い個人差に対応しうるものを検討中である。

実験動物施設については，本研究室はその基準の充実

や体系化に環境工学の分野から中心的役割を果たすべき

立場にある。地球に優しい総合環境システムに関する研

究は，断熱性に優れ夏涼しく冬暖かい中国の伝統的地下

住居窰洞（ヤオトン）の現代適用を図る，中国西安建築

科技大学との共同研究が，次々年度まで続く。設備意匠

に関する研究も一層の発展を必要とする。

研究の継承発展のため，大学院進学希望者を歓迎する。

また国際協力体制の強化のため，語学に優れた卒研生・

院生候補も２～３名は欲しいところ。自主テーマは，当

初から本人に十分具体的な計画が認められるものに限る。

私達の研究室では，建築の

設計と計画の関連の中で建築

空間や都市空間をとらえるこ

とを研究の主軸にしているの

で，建築の設計に興味をもち，熱意のある人が望ましい。

卒業研究は，その性質上，各自の意欲と発想，自主的

な活動によって成り立つものである。したがって，テー

マは各自の申し出と相談の上で決められるので，テーマ

に対する視点，具体的な進め方について提示してほしい。

これまで研究室で行っている研究テーマは，次の通り

である。

１．スポーツ・レクリエーション施設に関する研究

施設タイプ別にみた，施設の利用・使われ方などの実

態調査を通した新しい施設像の研究。文献資料をベース

にした研究。

�広域圏のスポーツ・レクリエーション施設の研究

�地域の公共・民間のスポーツ施設

２．生涯学習関連施設の研究

地域社会の中でどうあるべきか，施設系別に，管理者

や利用者などの立場からみた現状や在り方についての調

査研究。

３．建築空間の計画・設計手法の研究

具体的な作品や作家を例題として，その成立背景を踏

まえて，分析・考察を試みる。
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■研究内容

当研究室は，鉄筋コンクリート（RC）

構造およびプレストレストコンクリート

（PC）構造の研究を対象としている。

■卒業研究テーマ

１．PC架構の復元力特性に関する研究

PC造の建物は通常，柱，壁をRC造とし，梁をPC造

としている。この梁が構造体全体の履歴性状に及ぼす影

響について検討する。

２．RC構造物の柱，梁接合部の破壊性状に関する研究

地震力が作用するRC架構の接合部では隣接する柱と

梁から大きなせん断力が導入されるので，靭性の高い復

元力特性を得るための十分な補強が必要である。また，

接合部は柱，梁に比べて補修が困難なため，破壊を避け

ねばならない。本研究では，柱，梁接合部の破壊性状を

実験的に検討する。

■卒業研究テーマ

１．建築設計競技（デザイン

コンペ）を通じての創作，

設計活動

２．建築設計競技に関する史的研究

３．ヨーロッパ近代建築史および近・現代建築論

主に設計，デザイン活動を中心としながら，建築論，

建築史の分野について学習する。上記の３つのテーマの

うち，１．を共通とし，２．および３．から一つを選択

して卒業研究のテーマとする。設計，研究活動に熱意を

もって取り組めることを条件とする。

■卒業研究テーマ

地盤と構造物の動的相互作用に関する諸

問題

人と人との関わり合いにはうまく表現

しきれない相性の問題があるように，建物と地盤との間

にも相性の問題がある。ただし，人間関係とは逆に，あ

まりそり（性質）が合うのは好ましくない。

地震時の建物の挙動は，建物自体の性質のみならず，

建つ地盤の性質に大きく依存する。両者の関わり合いを

地盤と構造物の動的相互作用と呼んでいるが，正直，ち

ょっと取っ付きにくい難しい分野（あるいは人間？）の

ためか，今まで殆ど希望者がいない。しかしながら，近

い将来の耐震設計は，この相互作用を無視して成立しな

いものと思われる。相互作用を考慮すれば，建物の固有

周期は延び，減衰は増し，一種の免震構造と似た効果が

期待できる。これは，考慮の有無に関わらないことであ

るが，的確に考慮すれば，より合理的な設計が可能とな

る。

本年は，煩雑な計算を極力避けた簡単な数学モデルに

よる相互作用解析コードの確立を目指す。

■研究内容

南極昭和基地の観測用建物の基礎部分

の建築材料として，アルミナセメントコ

ンクリートが打設されて約35年が経過

している。当研究室では，昭和基地から持ち帰った骨材

を用い，基地建設時の気象条件に準じ低温環境下で打

設・養生したアルミナセメントを用いた鉄筋コンクリー

ト梁の力学的特性について，実験的研究を継続して行っ

ている。

■卒業研究テーマ

１．アルミナセメント鉄筋コンクリート梁の低温環境下

での強度に関する研究

昭和基地の建物建設時期の気象条件を大型低温室内に

再現した室内で，アルミナセメント・昭和基地産骨材を

用い，打設および養生した鉄筋コンクリート梁の強度に

ついて実験的研究を行う。

また，アルミナセメントや低温環境下でのコンクリー

トに関する論文調査を行う。

２．木質構造の構造システムに関する研究

これまでの昭和基地建物に用いられている，木質系プ

レファブ建築のシステムに関する研究で，平山研究室と

共同研究を行っていく。

■研究内容

主としてコンクリートの初期性状（材

齢３日以内）に関する実験研究を継続し

て行っている。

■卒業研究テーマ

１．コンクリートの初期ひびわれに関する実験研究

超高強度コンクリートの初期ひびわれに関して，拘束

コンクリート板を用いて実験を行い，ひびわれの発生状

況を測定する。

２．コンクリートの初期収縮に関する研究

高流動コンクリートの自己収縮に関して，セメントの
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種類，水セメント比，混和材の種類の影響について実験

検討する。

■卒業研究テーマ

１．中国黄土高原緑化計画に

おける窰洞（ヤオトン）

住居の環境調査と近代化

（国際共同研究）

1998年８月，日大理工・中国西安建築科技大学ヤオ

トン共同研究隊（代表：吉田燦教授，派遣隊長：関口克

明教授）は，中国の国家プロジェクト推進地区である黄

土高原・延安における実験から洞穴建築の住環境特性を

明らかにすることができました。

本年度は，これらの実態調査結果を基に改造される新

型ヤオトンの改善効果を検証します。

２．集合住宅の住環境評価と住まい方

当研究室で継続的に実施してきた集合住宅の温熱・空

気・光・音環境等の実態調査結果を基に，省エネ・健

康・快適性を意識した住環境評価指標と住まい方を探り

ます。

３．断熱気密化住宅の室内環境問題と住環境の改善手法

高性能住宅の普及によりクローズアップされつつある

室内環境問題を検証します。

４．情報障害者の経路探索に配慮した歩行環境整備とマ

ルチメディア技術の応用に関する研究（文部省科研

費・共同研究）

情報障害者の歩行環境バリアフリー化に関する整備手

法を環境工学的に支援します。

５．『環境に優しいキャンパス』を作る

環境保全に努めるキャンパスとしてのステータスシン

ボル“ISO14001”の国際認証取得のためのアプローチ

を研究します。省エネ・環境教育の一環として。

６．コンサートホールの響きの研究

世の中には奇跡的に美しい響きがあります。ウィーン

のムジークフェラインザールのきらびやかな響き，ヨー

ロッパカテドラルの荘厳な響き……。これらは建築空間

によって生み出されます。この響きを最新のデジタル技

術で探求します。

以上の研究は，建築学科関口研究室と共同で取り組ん

でいきます。

■平成11年度科学研究費補助金（国際学

術研究）の申請において，片桐正夫教授を

代表とするカンボジアの継続研究に続い

て，重枝豊助手を研究代表とする「ベトナ

ム北部の宗教施設と村落構成に関する総合

学術調査」が採択された。

■大学院１年の平湯友信君は，建築家の原

広司氏を審査員とする第10回タキロン・国

際デザインコンペティション‘98（テーマ

：都市におけるアトラクターと記号場）に

入選した。

■柳田武専任講師が，編集委員・執筆者

（「虚構」の章他を担当）の一人として参加

した『空間体験－世界の建築・都市デザイ

ン－』（日本建築学会編・井上書院刊）が

昨年12月に刊行された。本学では，斎藤公

男教授が「シドニー・オペラハウス」「出

雲ドーム」，大川三雄助手が「ウィーン郵

便貯金局」，重枝豊助手が「アンコールワ

ット」の項をそれぞれ担当した。

同書は，日本建築学会の建築計画委員

会・空間研究小委員会がまとめた，前著

「空間学事典」につづく事例編として92例

の空間の魅力を14の章立てでまとめたもの

であるが，建築・都市空間に対して興味を

持つ人，さらに深くその魅力に触れたいと

いう人にぜひ一読を勧めたい本です。

■小石川正男短大助教授は，故廣瀬力先生

の墓苑および墓石の計画を委嘱され，その

デザインが全国優良石材店の会主催第４回

全優石ニューデザインコンテストにおいて

ニューデザイン賞（授賞者：廣瀬禮子夫人）

を受賞し，評価された。

■石橋英里子さん（大学院修了：野村研），

八藤後猛助手，野村歓教授連名の原著論文

「住宅照明環境が高齢者に与える心理的影

響に関する研究」が，日本建築学会計画系

論文集No.514（1998.12）に掲載された。

■建築系３学部教員交流会が11月27日に

開催された。今年の幹事は建築学科で，担

当の本岡教授に斎藤主任，岡村助教授，渡

辺助手を加えたスタッフの企画により，上

野の国立西洋美術館本館免震レトロフィッ

ト工事の見学会，中小企業金融公庫副総裁

堤富雄氏講演会「これからの日本経済と大

学の役割」が行われた後，夕方６時から５

号館食堂で開催された懇親会で交流会が締

めくくられた。見学会では設計を担当した

前川建築事務所OBの中川龍悟氏，工事を

担当した清水建設の秋山稔氏など本学OB

の協力を得て詳しい現場説明が行われた。

工学部建築学科教室から４名，生産工学部

建築工学科教室からの12名に，地元の理工

学部建築学科教室，海洋建築工学科教室，

短大建築コースの教員31名を加えた会合

で，さまざまな形の有意義な情報交換が行

われた。
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